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古生物や化石は、研究者はもちろんのこと、私のような特に研究をしているわけではない素人にとっ

ても非常に興味をそそられるものであるO

辻、未知の生物へのあこがれのようなものをもっており、それが絶滅した生物で、決して生き

ている姿を見ることができないものに対しではなおさらである O 化石には、そのような失われた生物

の遺骸が含まれており、それらからはるかな昔の想橡をかきたてられる O 最近の映画「ジュラシック

ノfークJが大盛況のように、

しかし、このような生物はどうし

な微少な生物に対しではあまり

うと、そのよう

が強し〉。

た方法が用いら

ムなどもこのことを反映しているのではないだろうか。

も大きなものばかりを考えがちであり、顕微鏡で観察しうるよう

いというのが本当のところだろう O また、古生物学とい

し、形態的な変化から進化について論じるというイメージ

という してはかなり異なっ

における一つの方法とし九

るものであるO

しく研

らにとって、研

い。生物学は

いと思っている O 確か

しなるから、この 2つ

いと考えているjとある O ここに

うjとある

としたもの

のもとに、ま

し、解剖し、

さらにこ

も

さ

く
し

介形虫類と

さ

と

られる

るO

し ている O

ている O 特に、について、 ついて

もとにして、進化につい じているこ

よる よる

日 タ もと して り、 るO

し〉。 と

し いるよう り さ り、 しし じも るO し し、

し〉 り、 し るも と つ いる O

61 


